
愛知県犬山市尾張（中島）

Ⅰ. 基本情報

Ⅳ．課題と今後の方針Ⅲ. 成果

団体・組織等の連携

活動種別

吹奏楽

運営形態

地域移行・市区町村運営型

現在、専門的な知識を有した指

導員による部活動指導を実施して

おり、学校部活動を一部地域移行

している。しかし、実施場所が学校

内であるため、教員が出勤している

状況である。そこで教員の負担軽減

という観点から実施場所や、実施方

法の検討を行う必要がある。

学校以外の場所に活動の場を移

し、地域移行を実施した場合、生

徒の安全管理を指導員が実施でき

るような制度づくりを検討する。

運営主体： 犬山市教育委員会

事業目標： ・楽器や技術レベルに応じて、各校が希望する指導員が招致できる人

材を確保（委嘱）し、ニーズに対応した派遣が可能となる体制を確立

する。

・年間の指導時間・活動時間として、１校あたり130時間程度、市内

４中学校で520時間確保する。

・地区大会での受賞や、県大会への代表校としての選出など優秀な成

績を残す。

活動場所

各学校の音楽室

鍵、校舎管理の工夫・現状

教員管理

参加生徒の基本情報

人 数：各学校の吹奏楽部

活動日：年48回

平日、休日

（補助対象は休日：土日祝、長

期休業日）

活動時間：週１～２回

指導者の基本情報

プロ指導員：４，０００円/時間

 ２０人

一般指導員：２，０００円/時間

4人

活動財源・自己調達財源

文化庁事業委託費  604,000円

自治体予算      526,000円

Ⅱ. 活動概要・取組

○専門的なスキルを有する指導員を委嘱することで、教員による技術指導の

負担は軽減されている。

生徒も指導員により、正しい知識や技術を身に付けられることや、専門的

な指導員に教えてもらえることで生徒が積極的に学ぼうとするなど、技術的な

向上だけではない成果が得られている。

〇児童・生徒への指導に関する工夫

技術指導以外に楽器のメンテナンス方法や、選曲アドバイスも行っている。

また、生徒が楽器購入を希望した際には、生徒・保護者へ指導員と教員とで

連携してアドバイスやサポートも行っている。

〇運営上の工夫

顧問から生徒・保護者へ、指導員による専門的な技術指導を受けられて

いることを周知してもらっている。それにより、生徒の学ぶ姿勢へとつながるよう

教員による指導も行っている。

市内４中学校の吹奏楽部の活動充実を図るため「犬山市立中学校吹奏学部部

活動指導員設置要綱」にもとづき、専門的なスキルを有し、生徒への技術指導が可

能な地域の指導員を委嘱し、各学校の実情と希望により派遣（中学校が招致）し

た。


